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私
は
職
業
生
活
の
ほ
ぼ
大
部
分
を
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
存
在
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
国
、
日
本
で
過
ご
し
た
。

実
際
、
日
仏
両
国
の
関
係
に
お
い
て
、
ク
ロ
ー
デ
ル
が
手
を
染
め
な
か
っ
た
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
私
は
ク
ロ
ー
デ
ル
が
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
加
護
の
も
と
に
東
京
に
創
設
し
た
日
仏
会
館
の
研
究
員
だ
っ
た
。
私

は
ま
た
、
ク
ロ
ー
デ
ル
が
、
新
し
い
施
設
の
経
費
を
負
担
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
本
省
の
意
向
に
逆
ら
っ
て
、
京
都

に
開
設
し
た
関
西
日
仏
学
館
の
館
長
だ
っ
た
。
私
は
同
館
館
長
時
代
の
六
年
間
を
ヴ
ィ
ラ
九
条
山
の
設
立
準
備
に
あ

て
、
設
立
後
の
二
年
間
そ
の
成
長
を
見
守
っ
た
。
ヴ
ィ
ラ
九
条
山
と
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
が
最
初
に
京
都
の
日
仏
学
館

を
設
立
し
た
場
所
の
跡
に
新
設
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
芸
術
家
の
た
め
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
私
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
が
創
始
し
た
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
文
化
施
設
の
維
持
に
携
わ
る
特
権
を
し

ば
し
享
受
し
た
と
い
う
思
い
か
ら
、
必
然
的
に
、
二
〇
〇
五
年
の
ク
ロ
ー
デ
ル
没
後
五
〇
年
記
念
行
事
の
際
に
ク
ロ
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ー
デ
ル
の
日
本
時
代
を
詳
し
く
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
デ
ル
の
日
本
時
代
は
、
奇
妙
な

こ
と
に
彼
の
中
国
時
代
に
比
べ
フ
ラ
ン
ス
で
は
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
私
よ
り
前
に
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

書
く
こ
と
が
で
き
た
、
い
や
書
く
べ
き
だ
っ
た
人
々
は
、
日
本
語
の
表
現
を
使
え
ば
「
灯
台
下
暗
し
」
で
、
身
近
に

あ
る
こ
と
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

か
く
て
次
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
な
ぜ
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
日
本
よ
り
長
く
滞
在
し
、
よ
り
重
要
な
政
治

的
任
務
を
帯
び
て
い
た
任
地
を
含
め
、
他
の
い
か
な
る
国
よ
り
も
日
本
に
お
い
て
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
二
国
間
関

係
を
体
現
す
る
存
在
に
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
ク
ロ
ー
デ
ル
研
究
は
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
研
究
の
特
別
な
一
分
野

を
形
成
し
て
い
る
の
か
。
い
っ
た
い
何
ゆ
え
に
、
日
本
の
同
僚
た
ち
は
ク
ロ
ー
デ
ル
の
生
誕
一
〇
〇
年
、
一
五
〇

年
、
没
後
五
〇
年
を
記
念
す
る
た
め
に
、
何
年
も
か
け
て
大
作
家
を
称
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展
覧
会
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
戯
曲
上
演
な
ど
の
学
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
る
の
か
。
一
言
に
し
て
、
日
本
を
ク
ロ
ー
デ
ル
の
土
地

0

0

0

0

0

0

0

0

た
ら

し
め
て
い
る
の
は
何
な
の
か
。

同
世
代
の
中
で
は
長
寿
だ
っ
た
ク
ロ
ー
デ
ル）

1
（

は
、
引
退
後
の
余
生
を
半
世
紀
前
に
舞
台
用
に
書
い
た
の
で
は
な
い

古
い
劇
の
上
演
用
台
本
を
書
い
て
過
ご
す
「
ブ
ラ
ン
グ
の
長
老）

2
（

」、
聖
書
の
注
釈
を
書
く
「
教
会
博
士
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
支
配
的
で
、
そ
の
た
め
敏
腕
な
外
交
官
、
し
か
も
文
化
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
職
務
の
公
務
員
と
し
て
、
た
え
ず
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
遠
隔
の
地
に
任
命
さ
れ
た
外
交
官
と
し
て
の
経
歴
は
、
一
般
公
衆
に
は
隠
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
遠
隔
地
の
な
か
で
も
、
中
国
の
一
五
年
と
日
本
の
五
年
を
合
わ
せ
て
二
〇
年
滞
在
し
た
極
東
は
最
も

長
い
。
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
時
代
の
一
九
二
六
年
末
に
ク
ロ
ー
デ
ル
は
ワ
シ
ン
ト
ン
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
（
第
一
次
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大
戦
後
の
独
仏
関
係
は
デ
リ
ケ
ー
ト
だ
っ
た
だ
け
に
、
他
の
ト
ッ
プ
外
交
官
同
様
ク
ロ
ー
デ
ル
も
ベ
ル
リ
ン
を
希
望

し
て
い
た
が
、
東
京
の
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
は
間
違
い
な
く
昇
進
で
あ
る
）。
そ
の
と
き
ク
ロ
ー
デ
ル
は
外
務
大
臣
宛

に
慇
懃
丁
重
な
言
葉
で
「
自
分
の
能
力
と
才
能
で
は
及
ば
な
い
」
職
責
を
受
諾
す
る
旨
返
信
す
る
が
、
こ
の
偽
り
の

謙
虚
さ
は
、
微
笑
ま
じ
り
の
ペ
ン
で
欄
外
に
「
中
国
‐
日
本
の
慣
用
語
法
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る）

3
（

。« break up of 
C

hina »

（
中
国
分
割
）
の
時
期
に
若
手
外
交
官
と
し
て
軍
事
お
よ
び
鉄
道
敷
設
の
案
件
を
担
当
し）

4
（

、
第
一
次
大
戦

中
に
は
イ
タ
リ
ア
に
経
済
特
使
、
商
務
担ア
タ
ツ
シ
エ

当
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
あ
と
、
駐
ブ
ラ
ジ
ル
全
権
公
使
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
軍
の
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
と
食
糧
を
調
達
し
、
駐
米
大
使
時
代
に
は
一
九
二
九
年
の
株
価
大
暴
落
を
他
に
先
駆
け
て

予
測
し
分
析
し
え
た
だ
け
に
、
経
済
金
融
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
自
認
し
、
同
僚
同
輩
か
ら
も
そ
う
見
ら
れ
て
い
た
。

残
る
駐
日
大
使
時
代
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
四
二
年
の
長
い
経
歴
の
う
ち
で
、
芸
術
家
と
し
て
の
要
請
と
外
交
官
の

活
動
の
間
の
見
か
け
上
の
対
立
（
彼
自
身
は
そ
こ
に
何
ら
の
矛
盾
も
認
め
な
か
っ
た
）
が
、
突
然
、
魔
法
の
よ
う
に

解
消
さ
れ
た
唯
一
の
時
期
だ
っ
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
が
幼
年
期
か
ら
夢
見
、
姉
カ
ミ
ー
ユ
の
日
本
へ
の
情
熱
の
影
響
で

外
交
官
を
志
望
し
た
と
思
わ
れ
る
国
日
本
の
美
学
と
道
徳
を
親
し
い
も
の
に
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
恐
ら
く
は
、

自
分
の
国
で
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
こ
の
前
衛
作
家
は
、
詩
人
の
プ
リ
ン
ス
と
し
て
迎
え
て
く
れ
た
国

で
、
日
本
の
一
流
の
画
家
や
演
劇
人
と
芸
術
的
協
同
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
外
交
活
動
の
豊
か
さ
を
目
に
見
え

る
形
に
す
る
機
会
を
見
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
経
験
は
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
て
か
ら
の
ダ
リ
ウ
ス
・
ミ
ヨ

ー
や
オ
ネ
ゲ
ル
、
イ
ダ
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
゠
ル
イ
・
バ
ロ
ー
と
の
芸
術
的
協
同
作
業
の
先
駆

け
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
う
ち
に
も
「
詩
人
大
使
」（
地
元
の
新
聞
が
敬
愛
を
込
め
て
つ
け
た
渾
名
）
は
、
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「
国
事
に
関
わ
る
義
務）

5
（

」
に
腐
心
す
る
国
家
公
務
員
と
し
て
、
職
責
を
忠
実
に
果
た
し
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
外
務

省
が
彼
に
託
し
た
任
務
の
な
か
で
も
中
心
的
位
置
を
占
め
、「
特
に
適
任）

6
（

」
と
さ
れ
る
言
語
と
文
化
方
面
で
の
行
ア
ク
シ
ヨ
ン動

に
関
す
る
指
令
を
受
け
て
着
任
し
た
。

ク
ロ
ー
デ
ル
が
初
の
大
使
ポ
ス
ト
と
し
て）

7
（

一
九
二
一
年
末
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
極
東
問
題
の
経
験
豊
か

な
専
門
家
と
し
て
だ
け
で
は
な
い
。
永
遠
の
外
務
省
事
務
総
長
で
あ
り
ク
ロ
ー
デ
ル
の
揺
る
ぎ
な
い
庇
護
者
だ
っ
た

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ル
ト
ロ）

8
（

が
評
価
し
保
護
す
る
作
家
と
し
て
で
も
あ
っ
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
に
は
、
第
一
次
大
戦
で
の

敗
北
後
も
（
し
か
も
中
国
山
東
省
と
南
洋
諸
島
で
の
権
益
を
日
本
に
奪
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
日
本
で
影
響
力

を
保
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
の
文
化
的
影
響
力
を
抑
え
込
む
仕
事
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
戦
中
は
「
敵
国
」
だ
っ

た
ド
イ
ツ
は
単
な
る
「
ラ
イ
バ
ル
国
」
に
な
っ
て
い
る
が）

9
（

、
日
本
の
近
代
化
の
時
期
に
教
育
や
文
化
の
領
域
、
特
に

医
学
、
法
律
、
哲
学
、
音
楽
の
分
野
で
獲
得
し
た
支
配
的
地
位
に
今
も
留
ま
り
つ
づ
け
て
い
る
。
外
務
省
の
訓
令
は

新
大
使
に
ド
イ
ツ
の
「
影
響
力
」
に
「
全
力
で
対
抗
し
」、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
「
我
が
国
の
言
語
と

文
学
と
学
術
に
関
す
る
知
識
」
を
普
及
す
べ
く
努
め
、
同
時
に
日
本
で
の
「
ド
イ
ツ
機
関
の
発
展
を
食
い
止
め
る
」

こ
と
を
求
め
て
い
る）

10
（

。

訓
令
は
し
か
し
、
六
、
七
年
前
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
東
京
に
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
施
設
を
開
設
す
る
計
画

に
つ
い
て
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
新
大
使
に
期
待
し
て
当
然
の
、
既
に
長
大
な
行ア
ク
シ
ヨ
ン動リ

ス
ト
に
追

加
す
る
に
は
十
分
機
が
熟
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
九
二
一
年
末
の
着
任
か
ら
三

年
で
、
東
洋
学
研
究
と
知
的
協
力
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ュ
の
高
い
永
続
的
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
日
仏
会
館
の
「
公
式
の
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設
立）

11
（

」
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
功
績
と
言
え
る
。
日
仏
会
館
は
ク
ロ
ー
デ
ル
に
託
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
象
徴
的
実
現
で
あ
る
だ
け
に
、
し
ば
し
ば
ク
ロ
ー
デ
ル
が
計
画
の
元
締
め
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
彼
が
駐
日
大

使
に
任
命
さ
れ
た
と
き
、
彼
も
彼
の
任
命
者
も
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
黙
示
録
的
大
地
震
は
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
の
大
惨
事
が
逆
説
的
に
も
、
大
使
の
驚
く
ほ
ど
巧
み
な
戦
術
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ず
難
航
し

て
い
た
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
年
間
の
休
暇
で
一
時
帰
国
し
た
あ
と
一
九
二
六
年
初
め
に
帰
任
し
た
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
京
都
に
新
し
い
フ
ラ
ン

ス
語
教
育
と
フ
ラ
ン
ス
文
化
普
及
の
施
設
の
開
設
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
に
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
機
関
が
な

い
こ
と
に
苦
慮
し
て
い
た
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
関
西
の
親
仏
家
た
ち
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
計
画
を
支
援
す
る
が
、

今
度
は
パ
リ
の
本
省
の
き
わ
め
て
消
極
的
な
態
度
に
直
面
す
る
。
外
務
省
は
新
し
い
施
設
の
運
営
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
に
消
極
的
で
、
京
都
に
新
し
い
施
設
を
つ
く
る
と
東
京
に
で
き
た
ば
か
り
の
日
仏
会
館
と
競
合
す
る
こ
と
を
憂

慮
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
に
沿
っ
た
行
動
で
あ
る
と
確
信
し
た
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
政
治
的
勇
気
と
強
い
意
志
を
も

っ
て
計
画
を
実
行
に
移
し
、
本
省
は
不
本
意
な
が
ら
既
成
事
実
の
前
に
屈
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
関
西
日
仏
学

館
が
一
九
二
七
年
秋
に
京
都
を
見
下
ろ
す
九
条
山
の
高
台
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
、
ク
ロ
ー
デ
ル
は
既
に
離
日
し
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
時
は
め
ぐ
り
、
日
仏
会
館
は
幾
度
か
の
移
転
と
再
建
を
経
て
、
一
九
九
五
年
か
ら
都
心
に
近
い
恵
比
寿

の
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
他
方
、
京
都
に
開
設
さ
れ
た
日
仏
学
館
の
、
バ
ル
コ
ニ

ー
か
ら
古
都
が
一
望
で
き
る
立
地
は
街
の
中
心
か
ら
遠
く
、
大
学
の
学
生
を
引
き
つ
け
る
に
は
地
の
利
が
悪
か
っ
た
。
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そ
こ
で
、
学
館
は
開
設
か
ら
一
〇
年
後
に
市
内
の
大
学
街
の
只
中
に
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ペ
レ
の
弟
子
の
設
計
に
よ

る
建
物
を
新
築
し
移
転
し
た
。
九
条
山
の
美
し
い
敷
地
は
そ
の
後
半
世
紀
も
放
置
さ
れ
、
学
館
の
親
元
と
し
て
ク
ロ

ー
デ
ル
大
使
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
仏
文
化
協
会
は
、
一
九
八
六
年
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を

そ
の
跡
地
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
断
崖
の
よ
う
な
斜
面
に
張
出
す
大
胆
な
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
建
設
計

画
に
は
地
面
の
圧
密
工
事
が
必
要
で
、
作
業
員
が
登
山
用
の
ザ
イ
ル
を
装
着
し
て
作
業
す
る
よ
う
な
急
斜
面
で
あ
る
。

日
本
に
講
演
旅
行
に
来
て
い
た
哲
学
者
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
は
、
工
事
の
光
景
を
見
て
、
彼
自
身
が
若
い
と
き

参
加
し
た
ガ
ロ
ン
ヌ
河
の
浚
渫
工
事
で
両
手
で
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ
た
経
験
を
想
い
出
し
、
翌
年
の
落
成
式
に
来
て

開
館
記
念
講
演
を
し
て
く
れ
る
と
約
束
し
た
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
は
、
か
つ
て
ク
ロ
ー
デ
ル
が
行
っ
た
記
憶
に

残
る
日
仏
会
館
の
開
館
式
ス
ピ
ー
チ
に
木
霊
を
返
す
よ
う
に
、「
及
ば
ず
な
が
ら
ク
ロ
ー
デ
ル
に
代
っ
て
」、
一
九
九

二
年
一
一
月
五
日
に
ヴ
ィ
ラ
九
条
山
の
開
館
講
演
を
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
ア
ジ
ャ
ン
な
ま
り
の
見
事
な
雄
弁
で
行
っ

た
の
で
あ
る）
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